
Microsoft 365 対応

メール誤送信 + PPAP 対策 なら

1ヶ月間の無償トライアル実施中！
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簡単導入できて月額250円/ユーザーの低価格

PPAP 対策に最適な機能を標準装備

きめ細かな条件設定で柔軟な運用ができる
Mail Safe が
選ばれる理由 ２ お客様の環境やビジネスの状況によって異なる、セキュリティ

ポリシーや運用ルールに柔軟に対応できます。

1

３
クラウド型なので低価格で豊富な機能をご利用可能です。さら
にかんたんな設定ですぐに使いはじめられるので、早急に導入
したい企業様に最適です。

メール誤送信対策機能に加え、PPAP 対策に最適なファイルの
Web ダウンロード機能や、TLS 確認機能が備わっているので、
社内のメールセキュリティをさらに強化できます。
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Mail Safe の 8機能

送信拒否 一時保留 時間差配信 上司承認 BCC強制変換
時間帯や送信者など管理者
が設定した条件でメールの
送信自体を拒否します。

一定時間メールを保留でき、
保留されたメールは送信の
キャンセルができます。

社内・社外など、ドメイン
ごとに時間差でメール配信
ができます。

上司など承認者の許可を得
たメールのみ送信すること
ができます。

To や Cc に一定個数以上
のアドレスがある場合は
Bcc に強制的に変換します。

添付ファイル暗号化
ファイルを添付すると、自
動でパスワード付き暗号化
ファイルに変換します。

添付ファイル Web ダウンロード
添付ファイルをメール本文
と分離して、Web ダウン
ロード方式に変換します。

TLS 確認
受信サーバー側がTLS対応
済みかを確認し、添付ファ
イルにパスワードをかけず
に送信することができます。
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メール誤送信対策には配送保留 & 時間差配信

メール誤送信による情報漏えい事故の件数は、年々増加し
ており、現在も情報漏えい事故のうち「誤表示・誤送信」
が全体の約3割を占めています。（※）

メール誤送信の原因は、「To 欄に誤った宛先を入れる」
「Cc 欄に誤った宛先を入れる」「ファイルの添付ミス」が
多くなっています。

そこで Mail Safe では、配送保留と時間差配信機能を使っ
て、うっかり間違えてしまったメールをお客様に送る前に
配信停止するための補助ができます。

こんなお悩みには Mail Safe

※出典：東京商工リサーチ「上場企業の個人情報漏えい・紛失事故」調査（2021年）

 違う宛先に送ってしまった
 添付するファイルを間違えた

10分後に送信

即時送信

宛先間違いを連絡して、送信停止依頼

お客様

社内
宛先が
違ってる！

送信停止
して！

Mail Safe
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こんなお悩みには Mail Safe

上司承認機能でメール誤送信を防止

重要なファイルをお客様に送付する場合に、情報漏えい対
策としてメールの内容や正しいファイルが添付されている
かを、チェックしたい場合があります。
そんな時は、指定された条件を Mail Safe が判別して条件
に合致する場合は、指定されたユーザーに承認依頼が飛び、
承認後にお客様に送付されます。

例えば…
・宛先のドメインがxx.co.jpの場合
・宛先が○○＋件名・本文・添付に「見積」と記載

されている場合 など

 見積書の送付時はダブルチェックしたい
 重要書類は上司が承認してから送信したい

承認

本文や添付ファイルに
「見積」の文字記載

上司

10の条件をかけあわせて柔軟な設定が可能です

常に 宛先 From 件名 ヘッダ

本文 添付ファイル 日付・時間 件名・本文・
添付ファイル スコア

Mail Safe

お客様送信者
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こんなお悩みには Mail Safe

Web ダウンロード & TLS 確認機能で PPAP 対策

パスワード付き ZIP ファイルは、セキュリティ製品でもウ
イルス検知ができないことがあるため、悪用されやすく、
今は ZIP ファイル自体を受信拒否する企業も増えています。

そこで Mail Safe の Web ダウンロード機能なら、受信者
はメールに記載の URL からファイルをダウンロードできる
ので受信拒否の影響はありません。
さらに新機能「TLS 確認機能」は、受信側のメールサー
バーが TLS （暗号化通信）に対応していれば、パスワード
をかけずにそのままファイルを送ることができるので、
PPAP の根本対策になります。

 PPAP 対策をしたい
 PPAP対策 で ZIP ファイルが受け取れない

Web ダウンロード方式

ダウンロード
URL付メール

Mail Server

※TLS機能に対応していない場合は
Webダウンロード形式に変換可能です

Mail Safe

ファイル
ダウンロード

TLS 対応かを
通信で確認

対応済みなら
ファイル送付

Mail Safe

TLS 確認方式

送信者

お客様

お客様
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さらにメール誤送信を強化するなら
Mail Alert との併用がオススメ

Mail Alert は PC にインストールする Outlook 用の
アドイン型メール誤送信サービスです。
Mail Safe と併用するお客様が増えています。

Mail Safe

送信ボタンを
クリックすると

ポップアップ表示

社内・社外アドレスが
間違いないかチェック

警告内容を1件ずつ
チェック

添付ファイルの暗号化 or
リンク共有化を選択

配送保留
上司承認

など
主な機能
 送信一時保留
 上司アドレス自動挿入
 添付ファイル暗号化
 添付ファイルプロパティ削除
 リンク共有（OneDrive、box）
 宛先ドメイン判定
 お知らせポップアップ
 Bcc.一括変換

メールを送信後にポップアップが表示されて、宛先や
添付ファイルが正しいかを目でチェックができるので
より強固なメールセキュリティを実現できます。

送信者
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Microsoft 365 の認証強化もするなら
Online Service Gate との
併用がオススメ

リモートワークに欠かせない、社外からのクラウド
サービス利用をセキュアにする SaaS 認証基盤です。

主な機能

アクセス制御機能に加え、ID/PW がクラウドサービス
ごとにバラバラでログインが大変な場合でも、Online
Service Gate にログインすれば個別ログインが不要に。

※Azure AD と連携する4,000を超えるサービスと連携可能

Azure AD 

シングルサインオン

攻撃者

Microsoft 365  LINE WORKS
Google Workspace  Salesforce
box kintone Dropbox etc.（※）

〇

〇

〇

×

個人端末

セキュアブラウザ

端末制御

証明書
導入済端末

IP 制御

オフィス

Online
Service Gate ×

 IPアドレス制御
 端末制御（一部オプション）

※基本料金にPC 用デバイス証明書1枚付き
 アクセス元制御
 セキュアブラウザ（オプション）
 シングルサインオン
 Azure AD 連携
 自動サインイン
 ログ管理
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価格

月額 250円/ユーザー ※Online Service Gate 併用の場合 月額200円/ユーザー

月額 100円/ユーザー ※Online Service Gate 併用の場合 月額80円/ユーザー

＜Mail Safe / Mail Alert＞
※ ご契約は 10 ライセンス単位・1年契約です。なお、お支払いは年間契約一括払いとなります。
※ Mail Safe は、Microsoft 365 テナント内の利用ドメインもしくはサブドメイン単位で、メール関連ライセンスが付与されている全アカウント数でのご契約が必要です。
※ Mail Alert は部分導入が可能です。実際の利用範囲を対象でご契約となります。

ご契約単位は「利用者数」「メールアカウント数」「クライアントデバイス数」の中で最も多いものでカウントとなります。
※ 共有メールボックス（Microsoft 365 有償ライセンスを付与していない状態のもの）については、上記カウントに含めずご利用いただけます。

有償ライセンスを付与している場合は、カウント対象となります。

＜Online Service Gate＞
※ご契約は 100 ユーザーからとなります。なお、お支払いは年間契約一括払いとなります。
※基本ライセンスの契約数と同数の PC 用デバイス ID は無償で利用可能です。
※ ユーザー数に応じて、基本ライセンス料金が変動します。オプション料金は別途お問い合わせください。

基本ライセンス 100～499ユーザー
月額 150円/ユーザー

100名でご利用の場合

Mail Safe ＋ Mail Alert ＋ Online Service Gate をまとめてご契約なら

1ユーザーあたり 月額 430 円

基本ライセンス 500～999ユーザー
月額 135円/ユーザー



お問い合わせ

サービス詳細の説明やトライアルのご希望は、下記よりお気軽にお問い合わせください。

SBテクノロジー株式会社
〒160-0022
東京都新宿区新宿6丁目27番30号
新宿イーストサイドスクエア17階

https://www.softbanktech.co.jp/

サービスに関するお問い合わせ

1ヶ月間 無償トライアル実施中

 利用ユーザー数：最大25 ID
 Microsoft 365 のテストテナントはお客様にてご用意ください。
 トライアルで利用可能なドメインは1つとなります。

お問い合わせフォームへ ▶

https://www.softbanktech.co.jp/
https://www.softbanktech.co.jp/
https://inquiry.softbanktech.co.jp/public/application/add/503?param=993&utm_source=sbt&utm_medium=wp&utm_campaign=mail-safe&utm_term=20221213
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